
市 民 講 座 講 演 の 概 要 紹 介

～ テーマ 「消化器がんの診断と治療」 ～

講演 ① 「消化器がんの診断と内視鏡的治療」について

消化器科部長 岩屋 博道

講演のポイント

○ 食道・胃・大腸の早期癌を発見するには，内視鏡検査が重要

○ 内視鏡的粘膜下層剥離術を用いることによって，早期癌の治療が

可能となった。

《 講演概要 》

テーマ内容 ① 消化器がんの現状について

② 消化器がんの内視鏡診断

③ 内視鏡的治療

～内視鏡的粘膜下層剥離術（ＥＳＤ）を中心に～

鹿児島県立薩南病院 消化器内科

岩屋 博道

消化器癌の診断と
内視鏡的治療

消化器とは食物の消化や吸収に関係す
る臓器で、食道、胃、大腸、小腸、肝臓、
胆嚢、膵臓などのこと。

消化器癌とは？

食道癌

胃癌

大腸癌



はじめに（がんの現状）

日本人の死亡原因の変化

[厚生労働省・人口動態統計より]

主な癌の部位別死亡数

[厚生労働省・人口動態統計より]

主な癌の部位別死亡数

[厚生労働省・人口動態統計より]

癌を早期に発見するには？

内視鏡検査が重要



①50歳以上の男性

②喫煙(8本/日以上)

③大酒家(日本酒5合あるいはビール大瓶5本/日以上)

④頭頸部癌を代表とする他臓器担癌者

⑤栄養の偏りや熱い飲食物の常用

⑥human papilloma virus(HPV)感染

⑦癌家系

⑧アカラシア、腐食性食道炎

⑨今は大酒家だが若い時には飲酒すると赤ら顔になった。

食道癌になりやすい人

女性

がん年齢調整死亡率(1958-2009年)

男性

食道

膵臓

胆嚢・胆管

白血病

悪性リンパ腫

胆嚢・胆管

膵臓

白血病

食道

悪性リンパ腫

食道癌の内視鏡診断

大きさ15mm、表面陥凹型の食道癌
一見、正常に見えるが…



ヨード溶液で染色してみると 最新の内視鏡(特殊な光)で観察してみると…

食道癌の内視鏡診断

ヨード染色や最新の内視鏡で観察

食道癌の早期発見！

胃癌の危険因子

1950年
1992年
2010年（予測）
2030年（予測）

［第95回日本消化器病学会総会2009］

ピロリ菌の感染率の過去と将来予測
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一般的に発展途上国では感染率が高く、欧米先進国では低い。

日本のピロリ菌陽性者数：約6000万人

1992年時点では、10歳以下では感染率が低く、40歳以上では感染率70％以上

の二相性を示す。

ピロリ菌の年代別感染率

H.ピロリ感染と胃癌の危険性との関連

非感染者
胃炎萎縮なし

前庭部優勢胃炎
十二指腸潰瘍

胃体部優勢胃炎
胃潰瘍

胃癌の危険性
低 高



胃癌の内視鏡診断

早期胃癌①

染色液を撒布してみると…

早期胃癌②

染色液を撒布してみると…

胃癌の内視鏡診断

染色液を撒布して癌の存在を確認

拡大内視鏡を使って癌の範囲を確認

大腸の位置関係
【大腸癌集団検診(2～3日法)】

陽性率

50%

90%



大腸癌(結腸癌、直腸癌)の病期別累積生存率

(日本大腸癌研究会,2001年)

早期癌

進行癌

大腸癌の内視鏡診断

早期大腸癌

染色液を撒布してみると…



粘膜下層とは

粘液ゲル
層

粘膜層

粘膜筋板

粘膜下層

筋層

漿膜

胃壁の構造

粘膜

粘膜下層

固有筋層

胃 癌

漿膜下層
漿膜

1
100mm

リンパ節

転移

内視鏡的粘膜下層剥離術

E S D

最新の内視鏡治療

従来の内視鏡でポリープを切除する方法
内視鏡的粘膜下層剥離術

E S D

粘液ゲル
層

粘膜層

粘膜筋板

粘膜下層

筋層

漿膜

内視鏡的粘膜下層剥離術
E S D



症例提示

大腸癌

大腸癌 大腸癌

E S Dの利点

より大きな病変を切除する事が可能。

切除した後の病変の評価判定
(治癒したかどうか)が可能。

御清聴ありがとうございました


